
２００２００２００２００８８８８年年年年１１１１月月月月３０３０３０３０日日日日

２００８２００８２００８２００８年年年年３３３３月期月期月期月期　　　　第第第第３３３３四半期四半期四半期四半期　　　　業績業績業績業績のののの概況概況概況概況２００８２００８２００８２００８年年年年３３３３月期月期月期月期　　　　第第第第３３３３四半期四半期四半期四半期　　　　業績業績業績業績のののの概況概況概況概況

　　　　●●●●　　　　連結業績連結業績連結業績連結業績のののの状況状況状況状況についてについてについてについて

　　　　●●●●　　　　主要製品主要製品主要製品主要製品のののの売上高売上高売上高売上高についてについてについてについて

　　　　●●●●　　　　開発品開発品開発品開発品のののの状況状況状況状況についてについてについてについて

　　　　●●●●　　　　主主主主なななな子会社子会社子会社子会社のののの業績業績業績業績とととと予想予想予想予想についてについてについてについて



　　　　売上面売上面売上面売上面ではではではでは、、、、杏林製薬杏林製薬杏林製薬杏林製薬（（（（株株株株））））におけるにおけるにおけるにおける新製品新製品新製品新製品のののの発売発売発売発売、、、、主要製品主要製品主要製品主要製品のののの好調好調好調好調なななな推移推移推移推移、、、、一時金収入一時金収入一時金収入一時金収入のののの増加等増加等増加等増加等によりによりによりにより国内新医薬品国内新医薬品国内新医薬品国内新医薬品がががが順調順調順調順調

にににに推移推移推移推移しししし、、、、売上高売上高売上高売上高はははは６２３６２３６２３６２３億円億円億円億円（（（（前年比前年比前年比前年比９９９９．．．．４４４４％％％％増増増増））））となりましたとなりましたとなりましたとなりました。。。。

　　　　利益面利益面利益面利益面ではではではでは、、、、売上総利益売上総利益売上総利益売上総利益はははは前年同期前年同期前年同期前年同期にににに対対対対しししし約約約約４７４７４７４７億円増加億円増加億円増加億円増加しましたがしましたがしましたがしましたが、、、、研究開発費研究開発費研究開発費研究開発費をををを含含含含むむむむ販売費及販売費及販売費及販売費及びびびび一般管理費一般管理費一般管理費一般管理費がががが前年同期前年同期前年同期前年同期

にににに対対対対しししし約約約約４７４７４７４７億円増加億円増加億円増加億円増加したしたしたした結果結果結果結果、、、、営業利益営業利益営業利益営業利益５８５８５８５８億円億円億円億円（（（（前年比前年比前年比前年比００００．．．．４４４４％％％％減減減減）、）、）、）、当期純利益当期純利益当期純利益当期純利益２７２７２７２７億円億円億円億円（（（（前年比前年比前年比前年比２２２２２２２２．．．．９９９９％％％％減減減減））））となりましたとなりましたとなりましたとなりました。。。。

＊2007年11月7日（中間決算発表時）に公表した連結業績予想につきましては、現時点での変更はございません

　　　　売上面売上面売上面売上面ではではではでは、、、、杏林製薬杏林製薬杏林製薬杏林製薬（（（（株株株株））））におけるにおけるにおけるにおける新製品新製品新製品新製品のののの発売発売発売発売、、、、主要製品主要製品主要製品主要製品のののの好調好調好調好調なななな推移推移推移推移、、、、一時金収入一時金収入一時金収入一時金収入のののの増加等増加等増加等増加等によりによりによりにより国内新医薬品国内新医薬品国内新医薬品国内新医薬品がががが順調順調順調順調

にににに推移推移推移推移しししし、、、、売上高売上高売上高売上高はははは６２３６２３６２３６２３億円億円億円億円（（（（前年比前年比前年比前年比９９９９．．．．４４４４％％％％増増増増））））となりましたとなりましたとなりましたとなりました。。。。

　　　　利益面利益面利益面利益面ではではではでは、、、、売上総利益売上総利益売上総利益売上総利益はははは前年同期前年同期前年同期前年同期にににに対対対対しししし約約約約４７４７４７４７億円増加億円増加億円増加億円増加しましたがしましたがしましたがしましたが、、、、研究開発費研究開発費研究開発費研究開発費をををを含含含含むむむむ販売費及販売費及販売費及販売費及びびびび一般管理費一般管理費一般管理費一般管理費がががが前年同期前年同期前年同期前年同期

にににに対対対対しししし約約約約４７４７４７４７億円増加億円増加億円増加億円増加したしたしたした結果結果結果結果、、、、営業利益営業利益営業利益営業利益５８５８５８５８億円億円億円億円（（（（前年比前年比前年比前年比００００．．．．４４４４％％％％減減減減）、）、）、）、当期純利益当期純利益当期純利益当期純利益２７２７２７２７億円億円億円億円（（（（前年比前年比前年比前年比２２２２２２２２．．．．９９９９％％％％減減減減））））となりましたとなりましたとなりましたとなりました。。。。

＊2007年11月7日（中間決算発表時）に公表した連結業績予想につきましては、現時点での変更はございません
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（（（（予想予想予想予想））））

▲▲▲▲23.623.623.623.6％％％％▲▲▲▲22.922.922.922.9％％％％当期純利益当期純利益当期純利益当期純利益

▲▲▲▲1.81.81.81.8％％％％2.92.92.92.9％％％％経常利益経常利益経常利益経常利益

▲▲▲▲6.16.16.16.1％％％％▲▲▲▲0.40.40.40.4％％％％営業利益営業利益営業利益営業利益

8.28.28.28.2％％％％9.49.49.49.4％％％％売上高売上高売上高売上高

前年比前年比前年比前年比前年比前年比前年比前年比
単位単位単位単位：：：：

（（（（百万円百万円百万円百万円））））

２００８２００８２００８２００８年年年年３３３３月期第月期第月期第月期第３３３３四半期四半期四半期四半期　　　　決算概観決算概観決算概観決算概観（（（（連結連結連結連結））））

＊＊＊＊０６０６０６０６年年年年３３３３月期第月期第月期第月期第３３３３四半期業績四半期業績四半期業績四半期業績まではまではまではまでは杏林製薬杏林製薬杏林製薬杏林製薬（（（（株株株株））））連結連結連結連結のののの数値数値数値数値、、、、
　　　　　　　　０７０７０７０７年年年年３３３３月期第月期第月期第月期第３３３３四半期以降四半期以降四半期以降四半期以降のののの業績及業績及業績及業績及びびびび０８０８０８０８年年年年３３３３月期予想月期予想月期予想月期予想はははは（（（（株株株株））））キョーリンキョーリンキョーリンキョーリン連結連結連結連結のののの数値数値数値数値をををを示示示示すすすす

1

０８０８０８０８年年年年３３３３月期第月期第月期第月期第３３３３四半期四半期四半期四半期（（（（連結連結連結連結））））業績業績業績業績



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 対前年比対前年比対前年比対前年比
■■■■　　　　売売売売　　　　上上上上　　　　高高高高 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６２３６２３６２３６２３億円億円億円億円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　（＋（＋（＋（＋５３５３５３５３）　）　）　）　
　　　　●●●●国内新医薬品国内新医薬品国内新医薬品国内新医薬品 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４９１４９１４９１４９１億円億円億円億円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（＋（＋（＋（＋５６５６５６５６）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　07.307.307.307.3（（（（３３３３Ｑ）Ｑ）Ｑ）Ｑ）実績実績実績実績　　　　　　　　　　　　08.308.308.308.3（（（（３３３３Ｑ）Ｑ）Ｑ）Ｑ）実績実績実績実績
　　・キプレス　　　　 　　　　１１６　　　→　　　１４０　　　　　　　　　（＋２４）
　　・ムコダイン　　　　 　　　　１５３　　　→　　　１５９　　　　　　　　　（＋　６）
　　・ペンタサ　　 　　　　　６３　　　→　　　　６８　　　　　　　　　（＋　５）
　　・ウリトス（新製品）　　　　　　　　　　ー　　　→　　　　　６　　　　　　　　　（＋　６）
　　＊ヘスパンダービジネス譲渡に関する一時金収入等
　●●●●海外新医薬品海外新医薬品海外新医薬品海外新医薬品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３３３３３３３３億円億円億円億円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（▲▲▲▲　　　　１１１１）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　
　　　　　・ｶﾞﾁﾌﾛｷｻｼﾝ　　　　　　　　　　　　　　２６　　　　→　　　　２１　　　　　　　　　（▲　５）
　　　＊ｱﾗｶﾞﾝ社ｻﾞｲﾏｰは予想通りに推移、 BMSﾃｸｲﾝ販売中止
　　　＊一時金収入の増加

　　　　●●●●後発医薬品後発医薬品後発医薬品後発医薬品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３８３８３８３８億円億円億円億円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（▲▲▲▲　　　　２２２２）　　）　　）　　）　　
　　　　＊前年に実施した品目整理による影響、受託製造収入の減少　　　　　　　　
　　　　　　　　

　　　　●●●●ヘルスケアヘルスケアヘルスケアヘルスケア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５４５４５４５４億円億円億円億円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（＋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（＋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（＋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（＋　２２２２）　　）　　）　　）　　　　　　　　　　　　　　

　　 ・ミルトン 　　 　　　　　　　　　　　 １７　　　　→　　　　 １５　　　　　 　　　　　　　(▲　２）
　　 ・ﾄﾞｸﾀｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ社　　　　　　　　　１７　　　　　　→　　　　２４　　　　　　　　　　　　　　(＋　６）

　　　　●●●●そのそのそのその他他他他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８８８８億円億円億円億円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（（（（±±±±　　　　００００）　　　）　　　）　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　◆◆◆◆原原原原 価価価価 率率率率：：：：前年比前年比前年比前年比 2.42.42.42.4ポイントポイントポイントポイント低下低下低下低下　　　　　　　　(40.6%(40.6%(40.6%(40.6%→→→→38.2%)38.2%)38.2%)38.2%)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　低下要因：自社品の新発売及び一時金収入の増加、 能代工場減価償却費の減少など　

　◆研究開発費率研究開発費率研究開発費率研究開発費率：：：：前年比前年比前年比前年比 2.82.82.82.8ポイントポイントポイントポイント上昇上昇上昇上昇(10.4%(10.4%(10.4%(10.4%→→→→13.2%)13.2%)13.2%)13.2%)
　研究開発費：59億円→83億円（約24億円増加)
　増加要因：共同開発費用の計上（06年度からの期ずれ）、パイプラインの進展

　◆販管費率販管費率販管費率販管費率((((除除除除RRRR＆＆＆＆DDDD費費費費))))：：：：前年比前年比前年比前年比 0.40.40.40.4ポイントポイントポイントポイント上昇上昇上昇上昇(38.8%(38.8%(38.8%(38.8%→→→→39.2%) 39.2%) 39.2%) 39.2%) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　増加要因：新製品の発売対応による販売費の増加及び
　　　　　　　　ドクタープログラムの売上拡大に伴う販管費の増加等

■■■■　　　　営業利益営業利益営業利益営業利益　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５８５８５８５８億円億円億円億円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（　（　（　（±±±±　　　　００００）　　　　）　　　　）　　　　）　　　　
　　　　＊営業利益率は９．３％と０．９ポイント低下

■■■■　　　　当期純利益当期純利益当期純利益当期純利益　　　　　２７２７２７２７億円億円億円億円　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　（▲▲▲▲　　　　８８８８）　）　）　）　
　＊キョーリンリメディオによる繰延税金資産の取り崩し約２億円
　　　　　　　　　

２００８２００８２００８２００８年年年年３３３３月期第月期第月期第月期第３３３３四半期四半期四半期四半期　　　　業績業績業績業績のののの状況状況状況状況（（（（連結連結連結連結）　　）　　）　　）　　
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６２３６２３６２３６２３

０８０８０８０８年年年年３３３３月期月期月期月期
第第第第３３３３四半期四半期四半期四半期

（（（（実績実績実績実績））））

±±±±００００５８５８５８５８営業利益営業利益営業利益営業利益

＋＋＋＋５３５３５３５３５７０５７０５７０５７０売上高売上高売上高売上高　　　　　　　　
　　　　合計合計合計合計

３５３５３５３５

６１６１６１６１

８８８８

５２５２５２５２

４０４０４０４０

３４３４３４３４

４３５４３５４３５４３５

４６９４６９４６９４６９

０７０７０７０７年年年年３３３３月期月期月期月期
第第第第３３３３四半期四半期四半期四半期

（（（（実績実績実績実績））））

＋＋＋＋５５５５５５５５◆◆◆◆新医薬品新医薬品新医薬品新医薬品

▲▲▲▲８８８８

＋＋＋＋２２２２

±±±±００００

＋＋＋＋２２２２

▲▲▲▲２２２２

▲▲▲▲１１１１

＋＋＋＋５６５６５６５６

対前年対前年対前年対前年

増減増減増減増減

　　　　　　　　海外海外海外海外

　　　　　　　　国内国内国内国内

◆◆◆◆後発後発後発後発　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　医薬品医薬品医薬品医薬品

四半期四半期四半期四半期　　　　
（（（（当期当期当期当期）　　）　　）　　）　　
純利益純利益純利益純利益

経常利益経常利益経常利益経常利益

◆◆◆◆そのそのそのその他他他他

◆◆◆◆ﾍﾙｽｹｱﾍﾙｽｹｱﾍﾙｽｹｱﾍﾙｽｹｱ

単位単位単位単位：：：：億円億円億円億円

２



７２．６％

７３．９％

７３．３％

６９．９％

６４．７％

６８．８％

７８．１％

７６．５％

７６．６％

７４．７％

通期

進捗率

▲２２．９％

２．９％

▲０．４％

▲１．５％

３．２％

▲５．９％

▲４．０％

１２．８％

１１．６％

９．４％

前年比

▲７９６

＋１７７

▲２６

▲１２

＋１６５

▲２３６

▲１３７

＋５，５８４

＋５，４４８

＋５，３６４

前年差額

２，６８７

６，２７８

５，７８８

７６９

５，３７２

３，７８６

３，２７９

４９，１１７

５２，３９７

６２，３２５

０７年度

実　績

３，４８３

６，１０１

５，８１４

７８１

５，２０７

４，０２２

３，４１６

４３，５３３

４６，９４９

５６，９６１

０６年度

実　績

第３四半期（４月～１２月）

６８，４００６２，９５１３２，８０１２８，７０４新医薬品

５，５００５，７３４２，５３９２，５９１後発医薬品　

１，１００１，１３３４７７４９９その他

７，９００８，４１３２，７８８１，９４０営業利益営業利益営業利益営業利益

８，５００８，６５５３，１１８２，０６１経常利益経常利益経常利益経常利益

３，７００４，８４２９５３８３３当期純利益当期純利益当期純利益当期純利益

ヘルスケア

　海外新医薬品

　国内新医薬品

８，３００

４，２００

６４，２００

８３，４００

０７年度

予想

７，２７３

５，７６２

５７，１８８

７７，０９３

０６年度

実　績

３，５４５３，２９８

２，５１２２，２２７

３０，２８９２６，４７７

３９，３６３３５，０９３売上高売上高売上高売上高

０７年度

実績

０６年度

実　績

通期中間期

（単位：百万円）

２００８２００８２００８２００８年年年年３３３３月期第月期第月期第月期第３３３３四半期四半期四半期四半期　　　　業績業績業績業績のののの状況状況状況状況（（（（連結連結連結連結）　　）　　）　　）　　

３



（単位：億円）

５３．０％

７６．５％

７９．２％

７９．１％

７６．２％

７８．８％

７４．８％

７４．０％

通期

進捗率

－６－

９．０％６８６３

▲８．１％１４１５

▲１１．６％１４１６

▲５．８％４３４６

▲１３．８％４４

４．０％１５９１５３

▲３．２％１８１９

前年比０７年度

実績

０６年度

実績

１１－

８９８０

１８１９

１８２０

５６５８

５６

２１２２０４

２５２５

０７年度

予想

０６年度

実績

１１３．５％▲３１．７％２３２４１２ノルフロキサシン
（バルク)

５

４４

９

９

２８

２

９０

１１

－

４０

１０

１０

２９

３

８９

１１

０７年度

実績

０６年度

実績

ウリトス（自社販売）
（過活動膀胱治療剤）

ペンタサ
(潰瘍性大腸炎・クローン病治療剤)

ロカルトロール
（活性型ビタミンＤ３製剤）

アプレース
（胃炎・胃潰瘍治療剤）

ケタス
（気管支喘息・脳血管障害改善剤）

バクシダ－ル
（広範囲経口抗菌剤）

ムコダイン
（気道粘液調整・粘膜正常化剤）

ガチフロ（自社販売）
（広範囲経口抗菌薬）

７４．０％

６９．５％

７６．９％

▲１０．９％

▲１７．０％

２０．２％

１５

２１

１４０

１７

２６

１１６

第３四半期（４月～１２月）

２１

３１

１８２

２１

３２

１５０

通期

１０

１６

７９

１０

１８

６９

中間期

ミルトン
（哺乳ビン・乳首消毒剤）

ガチフロキサシン
（バルク・ロイヤルティ含む）

キプレス
（ＬＴ受容体拮抗剤・気管支喘息治療剤）

ヘルスケア

海外　　　
新医薬品

国内　　
新医薬品

　

製品名

主要製品主要製品主要製品主要製品のののの売上高売上高売上高売上高についてについてについてについて　　　　　　　　

４



備　考特　徴起　源薬　効
製品名・
開発コード

開発段階

海外国内

＊効能・効果取得
＊承認
（08年1月）

上市

（07年10月)

上市

(07年6月)

メルク社
発売中

メルク社
発売中

ＰｈⅠ

・効能追加
・剤形追加
・万有製薬と共同開発

成人：アレルギー性鼻炎
１日１回投与で、ＬＴＤ４の遮断による鼻炎症
状（鼻閉、鼻漏、くしゃみ）の改善と共に、眠気
などの副作用軽減が期待できる

メルク社気管支喘息
治療剤

キプレス錠１０
　（効能・効果取得）
キプレス錠５ｍｇ
　（承認）

・剤形追加
・新用量
・万有製薬と共同開発

小児（１歳～５歳）用の新規製剤メルク社気管支喘息
治療剤

キプレス細粒４ｍｇ

国内：小野薬品工業と
　　　　共同開発･共同販売

抗コリン作用が強く、口渇等の副作用軽減が
期待される

自社過活動膀胱
治療剤

ウリトス錠０．１ｍｇ

申請中

（（（（　　　　　　　　　　　　））））

（（（（　　　　　　　　　　　　））））

＊：前回（０７年９月中間期）からの変更点を示す

開発品一覧開発品一覧開発品一覧開発品一覧①①①①（（（（０８０８０８０８年年年年１１１１月月月月３０３０３０３０日現在日現在日現在日現在）　　）　　）　　）　　

５



ＰＯＣプロジェクト及びＰｈⅡ～Ⅲ

万有製薬と共同開発成人：気管支喘息　剤形追加（注射剤）メルク社気管支喘息
治療剤

モンテルカスト
（注射剤）

メルク社
ＰｈⅢ

ＰｈⅢ
（07年2月)

選択性の高いＰＰＡＲαアゴニスト。ＫＲＰ－１０１よりも　
さらにＰＰＡＲα受容体に対して選択性が高い。脂質　
改善作用に加え、アディポネクチンの増加、レプチンの
減少、体重増加抑制作用などが動物実験で確認されて
おり、新たな脂質改善剤として期待される

自社脂質代謝改善ＫＲＰー１０５ＰｈⅠ
(07年10月) 

日清製粉グループ本社　
日清ファルマと共同開発

β３受容体作動薬
膀胱におけるβ３受容体の活性化により膀胱を弛緩　
させ蓄尿機能を高めることが期待される

日清製粉過活動膀胱
治療剤

ＫＲＰ－２０４
　　（錠）

ＰｈⅡ
（07年3月)

ＤＰＰⅣ阻害剤。インスリン分泌ホルモンの分解を抑え
ることにより血糖低下作用を示す。副作用の発現が　　
少ない糖尿病治療が期待される

自社糖尿病治療剤ＫＲＰー１０４ＰｈⅡ
(07年9月)

ＰｈⅠ
(06年７月)

日本初のネイルラッカー製剤自社爪白癬治療剤塩酸アモロルフィン
　ネイルラッカー

ｶﾞﾙﾃﾞﾙﾏ社　　　
　発売中

日清製粉グループ本社　
日清ファルマと共同開発

選択性の高いβ３受容体作動薬
従来のβ3作動薬に比べて心への影響が少なく、　　　
肥満を改善することが期待される

日清製粉抗肥満剤ＫＲＰ－２０４
　　（錠）

ＰｈⅡ
(04年10月)

・大日本住友製薬と　　　
　共同開発（国内のみ）
・ＰｈⅡb（07年9月）

アルドース還元酵素を強力に阻害することにより細胞
内のソルビトール蓄積を抑制し、糖尿病性神経障害を
改善する

大日本　　
住友製薬

糖尿病合併症
治療剤

ＡＳ－３２０１
　　（錠）

エーザイ
ＰｈⅢ

ＰｈⅡ
(05年3月)

ＰＰＡＲαアゴニスト。中性脂肪等脂質代謝改善作用に
加えて、糖尿病に対する有効性が期待される

自社脂質代謝改善/
糖尿病治療剤

ＫＲＰ－１０１
　　（錠）

ＰｈⅡ
(04年6月)

備　考特　徴起　源薬　効製品名・
開発コード

開発段階

海外国内

ノバルティス社と　　　　　
ライセンス契約(06年2月)

Ｓ１Ｐ受容体アゴニスト。新規メカニズムを有する免疫　
調整剤。既存の免疫抑制剤に比べて安全性が高く、　　
かつ優れた併用効果が期待される

自社自己免疫疾患、
臓器移植

ＫＲＰー２０３ＰｈⅠ
(07年7月) 

（（（（　　　　　　　　　　　　　　　　））））

（（（（　　　　　　　　　　　　））））

開発品一覧開発品一覧開発品一覧開発品一覧②②②②（（（（０８０８０８０８年年年年１１１１月月月月３０３０３０３０日現在日現在日現在日現在）　　）　　）　　）　　

６

（（（（　　　　　　　　　　　　））））



導出品の状況

・日本、中国、韓国、台湾を除く全世界に

　おける独占的な開発、販売権を供与

・間質性膀胱炎：０７年１月に結果を公表、　　　　　
　開発を中断

・気管支喘息：海外ＰｈⅢ一旦停止

自社気管支喘息治療薬

間質性膀胱炎治療薬

海外ＰｈⅢ

（気管支喘息：　　　
06年11月）

海外ＰｈⅡ/Ⅲ

（間質性膀胱炎：　　
05年5月）

米国

メディシノバ社

ＫＣＡー７５７

・移植用の免疫調整剤として、全世界の開発及び
　販売権、自己免疫疾患及びその他の疾患用剤と
　して、日本、中国、　韓国、台湾を除く全世界の　
　開発及び販売権（なお、炎症性腸疾患用剤と　　
　しては、全世界の権利を留保している）を供与　　
　（０６年２月）　

自社自己免疫疾患、　　　　
臓器移植

海外ＰｈⅠ　　　　　　
（07年7月）

スイス
ノバルティス社

ＫＲＰー２０３

・多発性硬化症の適応での日本、中国、

韓国、台湾を除く全世界における独占的

な開発、製造販売権を供与（０４年１０月）

・０７年３月途中経過を発表

自社脳血管障害治療薬海外ＰｈⅡ

（05年8月）

米国

メディシノバ社

ケタス

国内ＰｈⅢ

（07年7月）

開発段階

・アラガン社より導入

（ガチフロキサシン点眼液のクロスライセンス）

・千寿製薬に導出（０４年５月）　　　　　　　

米国

アラガン社

緑内障治療薬千寿製薬アルファガン/

アルファガンＰ

備　　考起　源薬　効
　　導出先・

　　共同研究先

　　製品名・ 　　　　　　
開発コード

＊：前回（０７年９月中間期）からの変更点を示す

開発品一覧開発品一覧開発品一覧開発品一覧③③③③（（（（０８０８０８０８年年年年１１１１月月月月３０３０３０３０日現在日現在日現在日現在）　　）　　）　　）　　

７

＊メルク社との合成抗菌剤の共同研究は契約期間満了に伴い終了し、新たな共同研究契約を締結いたしました。



▲１

▲０

４８

０７年１月期

第３四半期実績

▲８

▲２

６５

０８年１月期
予想

▲０

２

６９

０７年１月期
実績

▲１１

▲６

４５

０８年１月期

第３四半期実績

当期純利益

営業利益

売上高

キョーリンリメディオ

０

１

１７

０７年１月期

第３四半期実績

０

０

４０

０８年１月期
予想

２

３

２８

０７年１月期
実績

▲３

▲４

２４

０８年１月期

第３四半期実績

当期純利益

営業利益

売上高

ドクタープログラム

３４

５６

４９４

０７年３月期

第３四半期実績

４４

８０

７１７

０８年３月期
予想

４７

７６

６６１

０７年３月期
実績

３９

６６

５４６

０８年３月期

第３四半期実績

当期純利益

営業利益

売上高

杏林製薬

（単位：億円）

＊＊＊＊キョーリンリメディオキョーリンリメディオキョーリンリメディオキョーリンリメディオ、、、、ドクタープログラムドクタープログラムドクタープログラムドクタープログラムはははは１１１１月決算月決算月決算月決算、、、、杏林製薬杏林製薬杏林製薬杏林製薬はははは３３３３月決算月決算月決算月決算ですですですです。。。。

主主主主なななな子会社子会社子会社子会社のののの業績業績業績業績とととと予想予想予想予想についてについてについてについて　　　　　　　　

８


